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衆
議
院
議
員
長
妻
昭
君
提
出
旧
ソ
連
抑
留
死
没
者
遺
骨
問
題
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

 
 



 

１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
長
妻
昭
君
提
出
旧
ソ
連
抑
留
死
没
者
遺
骨
問
題
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
誤
っ
て
日
本
に
持
ち
込
ん
だ
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
日
本
人
以
外
の
遺
骨
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も

明
ら
か
で
は
な
い
が
、
令
和
元
年
九
月
十
九
日
に
厚
生
労
働
省
が
公
表
し
た
「
こ
れ
ま
で
の
「
戦
没
者
遺
骨
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定

人
会
議
」
に
お
い
て
日
本
人
で
な
い
遺
骨
が
収
容
さ
れ
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
た
埋
葬
地
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
日
本
人
で

な
い
遺
骨
が
収
容
さ
れ
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
た
埋
葬
地
に
係
る
遺
骨
に
つ
い
て
は
、
同
省
の
「
戦
没
者
遺
骨
収
集
推
進
法

に
基
づ
く
指
定
法
人
へ
の
指
導
監
督
等
に
関
す
る
有
識
者
会
議
」
（
以
下
「
有
識
者
会
議
」
と
い
う
。
）
の
下
に
設
置
さ
れ

た
「
戦
没
者
遺
骨
の
所
属
集
団
の
鑑
定
及
び
鑑
定
方
法
の
検
討
等
に
関
す
る
専
門
技
術
チ
ー
ム
」
に
お
い
て
、
日
本
人
の
遺

骨
で
あ
る
か
を
確
認
す
る
た
め
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
等
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
適
切
に
対
応
し

て
ま
い
り
た
い
。 

二
に
つ
い
て 

 
 

長
年
収
容
さ
れ
ず
に
戦
地
に
置
か
れ
た
遺
骨
を
早
期
か
つ
丁
重
に
慰
霊
す
べ
き
と
の
要
請
に
応
え
る
等
の
理
由
か
ら
、
現

地
で
の
遺
骨
の
形
質
の
鑑
定
や
、
遺
留
品
の
有
無
等
か
ら
慎
重
に
判
断
し
、
日
本
人
の
遺
骨
で
あ
る
蓋
然
性
が
高
い
遺
骨
に



 

２ 

 

つ
い
て
は
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
の
た
め
の
検
体
を
採
取
し
た
上
で
現
地
で
焼
骨
し
、
本
邦
に
送
還
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
現
地

で
の
焼
骨
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
省
の
「
戦
没
者
の
遺
骨
収
集
の
推
進
に
関
す
る
検
討
会
議
」
に
お
け
る
議
論
も
踏
ま
え
、

遺
族
等
関
係
者
の
理
解
を
得
つ
つ
、
慎
重
に
今
後
の
在
り
方
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

三
に
つ
い
て 

 
 

現
地
で
収
容
し
た
遺
骨
が
日
本
人
の
遺
骨
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
遺
骨
の
形
質
の
鑑
定
に
加
え
、
歴
史
的
背
景

や
遺
留
品
の
有
無
等
か
ら
総
合
的
に
判
断
し
て
お
り
、
相
手
国
側
に
対
し
て
は
、
人
種
の
鑑
定
等
の
鑑
定
作
業
を
行
う
遺
骨

鑑
定
人
の
派
遣
を
依
頼
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
相
手
国
側
は
、
我
が
国
の
依
頼
に
対
応
し
た
専
門
家
を
派
遣
し
て
い
る

と
承
知
し
て
い
る
が
、
個
々
の
鑑
定
人
の
能
力
に
つ
い
て
は
、
承
知
し
て
い
な
い
。 

四
に
つ
い
て 

 
 

戦
没
者
の
遺
骨
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
に
つ
い
て
は
、
そ
の
知
見
及
び
技
術
の
蓄
積
を
有
す
る
国
内
の
機
関
に
委
託
し
て
実
施
し

て
お
り
、
現
在
ま
で
に
ロ
シ
ア
連
邦
に
お
い
て
実
施
し
た
例
は
な
い
。 

 
 

お
尋
ね
の
「
極
東
・
シ
ベ
リ
ア
地
域
の
ロ
シ
ア
側
施
設
で
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
の
能
力
を
有
し
て
い
る
機
関
」
に
つ
い
て
は
承
知

し
て
い
な
い
。 



 

３ 

 

五
に
つ
い
て 

 
 

戦
没
者
の
遺
骨
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
に
つ
い
て
は
、
そ
の
知
見
及
び
技
術
の
蓄
積
を
有
す
る
機
関
に
委
託
し
て
実
施
し
て
お
り
、

具
体
的
に
は
、
国
内
の
十
二
の
大
学
に
委
託
し
て
い
る
。
ま
た
、
鑑
定
に
要
す
る
時
間
に
つ
い
て
は
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
劣
化
の
状

況
等
に
よ
っ
て
抽
出
・
分
析
に
要
す
る
時
間
が
様
々
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
概
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 

 
 

お
尋
ね
の
「
現
在
鑑
定
待
ち
の
検
体
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
令
和
元
年
八
月
末
時
点

に
お
い
て
、
検
体
を
採
取
で
き
た
遺
骨
で
あ
っ
て
、
現
在
鑑
定
を
行
っ
て
い
る
も
の
及
び
今
後
鑑
定
を
行
う
予
定
で
あ
る
も

の
は
、
厚
生
労
働
省
の
「
戦
没
者
遺
骨
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
人
会
議
」
（
以
下
「
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
人
会
議
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て

鑑
定
を
行
っ
た
が
身
元
の
特
定
に
至
ら
な
か
っ
た
遺
骨
及
び
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
人
会
議
に
お
い
て
鑑
定
が
行
わ
れ
て
い
な
い
遺
骨

で
あ
り
、
そ
の
う
ち
、
旧
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
連
邦
及
び
モ
ン
ゴ
ル
人
民
共
和
国
の
地
域
に
お
い
て
収
集
さ
れ
た

遺
骨
の
数
が
七
千
六
百
八
十
六
柱
、
そ
れ
以
外
の
地
域
に
お
い
て
収
集
さ
れ
た
遺
骨
の
数
が
二
千
七
百
九
十
六
柱
で
あ
る
。 

六
に
つ
い
て 

 
 

戦
没
者
の
遺
骨
収
集
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
九
十
七
号
）
第
四
条
第
一
項
第
百
四
号

の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
厚
生
労
働
省
が
所
掌
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
戦
没
者
の
遺
骨
収
集
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成



 

４ 

 

二
十
八
年
法
律
第
十
二
号
。
以
下
「
遺
骨
収
集
推
進
法
」
と
い
う
。
）
第
三
条
第
三
項
の
規
定
及
び
遺
骨
収
集
推
進
法
第
五

条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
策
定
し
た
「
戦
没
者
の
遺
骨
収
集
の
推
進
に
関
す
る
基
本
的
な
計
画
」
（
平
成
二
十
八
年
五
月

三
十
一
日
閣
議
決
定
。
以
下
「
基
本
計
画
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
き
、
戦
没
者
の
遺
骨
収
集
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
関
係
国

政
府
等
と
の
協
議
に
つ
い
て
の
外
務
省
の
協
力
や
、
東
京
都
小
笠
原
村
硫
黄
島
に
お
け
る
遺
骨
収
集
に
係
る
輸
送
そ
の
他
必

要
な
支
援
等
に
つ
い
て
防
衛
省
の
協
力
を
得
る
な
ど
、
厚
生
労
働
省
が
外
務
省
、
防
衛
省
そ
の
他
の
関
係
行
政
機
関
に
必
要

な
協
力
を
求
め
な
が
ら
実
施
し
て
い
る
。
政
府
と
し
て
は
、
引
き
続
き
厚
生
労
働
省
設
置
法
及
び
遺
骨
収
集
推
進
法
並
び
に

基
本
計
画
に
基
づ
き
、
ま
た
、
有
識
者
会
議
に
お
け
る
検
討
も
踏
ま
え
、
戦
没
者
の
遺
骨
収
集
を
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
い
る
。 

七
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
政
府
と
し
て
は
、
捕
虜
収
容
所
に
収
容
さ
れ
て
い
た
者
に
関
す
る
日
本
国
政
府
と
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
社

会
主
義
共
和
国
連
邦
政
府
と
の
間
の
協
定
（
平
成
三
年
外
務
省
告
示
第
三
百
十
一
号
）
に
基
づ
き
、
ロ
シ
ア
連
邦
政
府
に
対

し
て
日
本
人
の
抑
留
中
死
亡
者
の
名
簿
及
び
埋
葬
地
に
関
す
る
資
料
の
提
供
並
び
に
死
亡
者
の
遺
骨
の
引
渡
し
等
に
係
る
協

力
を
求
め
る
な
ど
、
引
き
続
き
着
実
な
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。 



 

５ 

 

八
に
つ
い
て 

 
 

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
に
つ
い
て
は
、
遺
族
か
ら
遺
骨
の
返
還
に
つ
い
て
要
望
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
平
成
六
年
以
降
、

政
府
と
し
て
、
同
国
で
の
遺
骨
収
集
の
実
施
申
入
れ
を
累
次
行
っ
て
お
り
、
遺
骨
収
集
推
進
法
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま

え
、
平
成
二
十
八
年
八
月
、
厚
生
労
働
省
か
ら
駐
日
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
大
使
に
対
し
て
、
遺
骨
収
集
推
進
法
の
趣
旨

を
説
明
し
、
改
め
て
申
入
れ
を
行
っ
た
。
ま
た
、
平
成
二
十
九
年
二
月
に
も
同
国
外
務
省
と
協
議
を
実
施
し
て
お
り
、
今
後

も
同
国
側
と
必
要
な
協
議
等
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。 

 
 

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
共
和
国
に
お
い
て
は
、
平
成
七
年
度
か
ら
現
在
ま
で
に
、
遺
骨
収
集
を
九
回
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 


